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１．農村環境計画の策定の背景と役割                                   

 
１－１ 背景と目的                                                          

 
 農業と農村は、安定した食料の供給という役割に加え、国土の保全や水資源の涵養、自然環境

の保全、農村景観の保全、伝統文化の継承など、その果たす役割は多様で、その恩恵を私たちは

享受しています。 
しかしながら、近年、農村の過疎化及び高齢化、農業就業人口の減少、あるいは混住化といっ

た社会情勢の変化により、農業並びに農地等の保全管理が困難化し、農村の自然環境、農村景観、

伝統文化等といった地域資源の継承が危機に瀕している状況になっています。地域資源は、一旦

その機能が損なわれると、その復元に多大な労力が必要となるため、国民全体の課題として、こ

れら地域資源の継承に向けての対策が今日必要となってきています。 
 本環境計画策定の対象とする西条市の農村地域（以下本地区という）においても、これら農業

の衰退に係る影響に加え、臨海部における工業を中心とした他産業振興の一方で、混住化と生活

様式の多様化、また、温暖化に伴う異常気象などにより頻発する災害、生態系をはじめとする自

然環境や農村環境の荒廃など、諸問題が山積しています。 
このような情勢のもと、行政の行う施策に加え地域住民が一体となって対策を講じ、効果が相

乗的に発揮されることが今後一層必要であり、このためには、将来の農村地域の環境に関する目

標、実行計画が不可欠です。 
農村環境計画は、この目標と実行計画を掲げるマスタープランとした、積極的かつ計画的に循

環型社会の構築に寄与することを目的としています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農業と農村の果たす役割
農業と農村は、食料の安定供給という本来
の役割に加え、国土の保全や水資源の涵
養、自然環境の保全、美しい農村景観の形
成などその果たす役割は多様です。

農地・農村環境の悪化
昭和30年代後半から始まった高度成長に
よる効率性を重視した農業の近代化や農
村の都市化によって、かつての原風景は
失われ身近な生き物も危機に瀕している
状況になっています。

農村環境計画の策定
具体的な農村の環境保全の目標を掲
げ、これに向けた施策を重点的にまた
連携を図り実施することによって農村
環境の再生を図っていきます。

環境意識の高まり
国民の環境に対する関心が高まる中、農業
農村から生じる多面的機能が見直されると
同時にその再生を望む声が高まっていま
す。

法律の改正
1993（平成5）年：環境基本法制定
2000（平成12）年：循環型社会形成推
進基本法制定
2002（平成14）年：土地改良法改正
（環境との調和への配慮が原則化）
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　水田や畑には、雨水の急激な流出が防止され、下流での洪水や周辺での浸水が防止・軽減され
るという機能があります。その他にも、地すべり、土砂崩れなどの発生を抑える機能もありま
す。このように、農業・農村は国土の保全に大きく貢献しています。

　水田に貯えられた水は徐々に浸透して地下水となるほか、直接河川を流れるよりも長い時間をか
けて下流の河川に戻され、川の流れの安定に役立ちます。
　このように、水田には、私たちが生活するのに必要な水源となる地下水を豊かにする機能や川の
流れを安定させる機能もあります。

　生ゴミや家畜の排せつ物などの有機性廃棄物は、たい肥化されて田畑に還元され、資源として有
効に利用されます。そして、水田や畑に育つ植物は、微生物が分解した有機物を吸収します。ま
た、炭酸ガスを吸収して酸素を放出し、人や動物たちが生きていける空気を保つ働きをしていま
す。
　この他、田畑やため池が多様な生物の生息の場所になるなど、自然環境の保全に大きく貢献して
います。

　真っ直ぐなあぜ道や、曲がったあぜ道、大きい田んぼ、小さい田んぼ、四季による色彩の変化も
とてもきれいなものです。こうした景色・景観は長い時間をかけて人が農業を通じて自然と対話す
るなかで作られてきたものです。農村で農業が営まれることで、これらの景観が維持・保全されて
います。

　農村では、長い歴史を通じて農業が営まれることによって伝えられてきた、自然の恵みに感謝
し、あるいは災害を避ける願いを込めて行われる芸能・祭り、様々な農業上の技術、地域独自の
様々な知恵などの文化が守り伝えられています。

　 きれいな水、澄んだ空気、美しい緑、都市では見られない景観や自然、環境、そして潤いや安ら
ぎを求めて、農村に多くの人々が訪れています。
　都市に住む人が農家民宿に泊まって農業を体験したり、農村の文化・自然にふれたりと、農村で
の人と人とのふれあい人と人との交流形成の場となっています。

　農家の人たちが一生懸命育てたおいしいお米や野菜などの農作物を中心に、市場への運搬、漬物
や缶詰への加工、お店での販売などたくさんの仕事が営まれ、活き活きした地域社会が育まれてい
ます。
　このように、農業で流した汗が私たちの町や村を活き活きとしてくれています。

　農作物は気象条件に左右されやすくとても不安定な資源です。この資源を有効に活用しながら世
界の人たちと共に生きていくためには、「大地の恵みを大切にし、自分の国で作れる食べ物はでき
る限り自分で作る」という考えを共有することが必要です。

図 1-2 農業の多面的機能※1 

※1 農業の多面的機能：農業・農村は、私たちが生きていくのに必要なお米や野菜などの生産の役割を果
たしていますが、それ以外に、田んぼや畑、農村のまわりの自然は、私たちの生活に大切な役割を持って
います。このことを、「農業の多面的機能」と呼んでいます。
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１－２ 農村環境計画の定義                                                    

 

 本農村環境計画は、西条地区（西条市の農村地域）の環境保全のための目標・取組を明示し、

関連する地域振興（西条市総合計画基本構想※2、農村振興基本計画※3）、農業・農地（地域農業

マスタープラン※4、農業振興地域整備計画※5）、土地利用（都市計画マスタープラン※6）などの

基本構想を踏まえ施策の効果的な実施のため連携に配慮した内容としています。 
 農業農村整備事業は、農村環境計画に示す方針に基づき環境との調和への配慮に努めるほか、

地域にあっては、環境保全のための活動の指標として活用します。 
 なお、本計画では、概ね 10 年後の農村環境の姿を想定して目標を掲げていますが、情勢の変

化に即応するよう、各年次に目標・取組を検証しつつ実行していくこととします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※2 西条市総合計画基本構想：基本構想は、めざす将来都市像とまちづくりの基本的な方向をとりまとめ
たもので、平成27年度を目標年度にしています。平成18年3月議会定例会で議決、策定されました。

※３ 農村振興基本計画：西条市の農村地域（都市計画に位置づけられた用途区域や市街地を除いた地域）
を主な対象に、土地の農業への利用と他の利用との調整に留意しつつ、地域住民等をはじめとする多様な
主体の参加の下、概ね10年後の望ましい農村の姿に向け、様々な施策の概要を示しています。

※4 地域農業マスタープラン：地域農業マスタープランは、国が定めた「経営対策体制整備事業実施要
綱」に基づき、旧市町において策定されています。
　本マスタープランは、地域農業の経営や生産に関する基本的対策（担い手、農村女性、高齢者、新規就
農者、農地の利用集積、各作目ごとの生産振興対策）についての実施方針や目標、それを推進するための
各種補助事業の導入計画を定めるものです。

※5 農業振興地域整備計画：優良な農地を保全するとともに、農業振興のための各種施策を計画的に実施
するため市町村が定める総合的な農業振興の計画です。農用地利用計画は、今後１０年以上にわたり農業
上の利用を確保すべき土地および農用地区域内の農業上の用途指定を定めている計画です。

※6 都市計画マスタープラン：都市計画法（第18 条の2）に定められた「市町村の都市計画に関する基本
的な方針」のことで、市が創意工夫のもとに、市民の意見を反映して、都市計画の総合的、長期的な将来
像を明らかにするとともに、その実現に向けた基本方針を定めるものです。
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１－３ 策定の手順                                                        

 

 計画策定にあたっては、自然、社会、生産（農業）の現状・評価を行った上、概ね 10 年後の

農村環境目標の設定、必要な施策・取り組みの検討を行う手順としています。 

 また、計画的な施策・取り組みのため、地域設定（ゾーニング）を施すとともに、重点施策を

掲げております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-3 農村環境計画策定手順 
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 ２.現況調査

２-１ 自然環境調査 ２-２ 社会環境調査

気候・地形・水質
・生態系・景観など

 4.農村環境保全のための基本方針

 4-1 農村環境保全に係る地区の課題 ・農村の環境保全の観点から、
　地区の課題を整理します。

 ４-2 農村環境保全に向けた重要課題（取り組みの方針）

 ５.農村環境保全に向けた取り組み

  6.環境との調和に配慮した整備計画

（１）整備構想
（２）田園環境整備マスタープラン

1-2 農村環境計画の定義 1-3 策定の手順

２-3 生産環境調査

人口・産業・教育・廃棄
物・生活環境など

農業（農家・農産物・
農家所得・農地など）

　 ３.地域の将来像について（農村振興基本計画の概要）

 3-1 農村振興基本計画における地域の課題と対策

 3-2 地域の将来像〔望ましい農村の姿）

 3-3 必要な施策

 5-1 取り組みに係る地域設定
・共通する環境ごとにゾーニングを設定し、
　それぞれの環境特性を整理します。

 5-2 エリア別環境保全方針

 5-3 農業農村整備事業における取り組み

・各ゾーン別の課題及び整備の方向性
　を整理します。

 6-1 環境との調和に配慮したほ場整備

・農業用施設の整備、改修にあたり周辺環境
　との調和について、地区内での具体的な仕

　組みを示します。

 6-2 環境との調和に係る検証




